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平成22年3月期第2四半期累計期間業績予想との差異
および通期業績予想の修正に関するお知らせ

（金額の単位：百万円）
平成22年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値と実績値の差異（平成21年4月1日 ～ 平成21年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当り

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 92,800 △ 300 △ 620 △ 550 △ 21.04

実　　　　　　績(Ｂ) 100,424 385 △ 325 △ 279 △ 10.70

増減額(Ｂ－Ａ) 7,624 685 295 271 － 

増減率(%) 8.2 △ 228.3 － － － 

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成21年３月期第2四半期）

107,425 1,071 882 369 14.12

平成22年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成21年4月1日 ～ 平成22年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 213,000 1,800 1,200 350 13.39

今回発表予想(Ｂ) 210,000 2,300 1,350 600 22.96

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,000 500 150 250 － 

増減率(%) △ 1.4 27.8 12.5 71.4 － 

（ご参考）前期実績
（平成21年３月期）

199,943 1,108 49 △ 1,399 △ 53.56

平成22年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値と実績値の差異（平成21年4月1日 ～ 平成21年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当り

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 54,600 △ 450 △ 500 △ 305 △ 11.67

実　　　　　　績(Ｂ) 58,571 22 △ 281 △ 141 △ 5.42

増減額(Ｂ－Ａ) 3,971 472 219 164 － 

増減率(%) 7.3 △ 104.9 － － － 

（ご参考）前期第2四半期実績
（平成21年３月期第2四半期）

73,673 277 357 235 9.00

平成22年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成21年4月1日 ～ 平成22年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当り
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 123,400 650 300 130 4.97

今回発表予想(Ｂ) 120,700 950 450 250 9.57

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,700 300 150 120 － 

増減率(%) △ 2.2 46.2 50.0 92.3 － 

（ご参考）前期実績
（平成21年３月期）

131,346 △ 656 △ 1,232 △ 1,815 △ 69.45

記

　平成21年5月11日に公表した平成22年3月期第2四半期累計期間業績予想と本日公表の実績につきまして、下記の通り
差異が生じましたのでお知らせいたします。
　また、平成21年5月11日に公表した平成22年3月期通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたしま
す。

丸 文 株 式 会 社

2009年11月6日
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修正の理由

以 上

（１）第2四半期累計期間
当第2四半期累計期間につきましては、携帯電話モジュール向けやパソコン向けの半導体が好調に推移したことに加
え、販管費が当初の見込みより減少しました。その結果、営業利益で黒字を確保し、売上・利益とも前回予想を上回るこ
ととなったため、上記の通り修正いたします。

（２）通期
通期の売上高につきましては、設備投資抑制の影響を受けて、システム事業の売上の減少が見込まれることから、前
回の予想を若干下回る見通しとなりました。利益面では、販管費の削減効果を主因として、前回予想を上回る見通しの
ため、上記の通り修正いたします。

（注）
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断し作成したものです。実際の業績は様々
な要因により異なる結果となり得ることをご承知おきください。
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